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	fill_1_6: 2月からの留学という、通常の9月開始とは違う期間での留学生活は、私の人生になかった刺激を数多く与えたように思える。以前にもヴェネツィアで生活したことはあったが、以前とは違った新しい一面を発見でき、慣れ親しんだという感覚を覚えることはほとんどなかった。

というのも私は今回、ヴェネツィア島内ではなくイタリアの本土側にある町メストレ地区に住んでいたからだ。メストレは治安が悪いと言われるが、実際には駅およびピアーヴェ通り以外は閑静な住宅街であり、身の危険を感じるような事態に遭遇したことはない。加えて交通網も発展しており、生活するにはヴェネツィア島内よりも便利だった。バスで十分ほどのところにAuchanという大型ショッピングモールがあり、トラムで同程度の距離にもNave de Veroという別の大型ショッピングモールもある。中国人が経営する輸入品店も多く、そこではみりんや味噌など日本の調味料やインスタントラーメンなども多く取り扱われており、気軽に日本食を楽しめ、友人たちをもてなすのにも非常に役立った。駅の近くに住めば旅行にも行きやすく、私はフィールドワークに別の街へ行くことが多かったため、快適に過ごすことが出来た。イタリアでは留学生が学生寮以外で住む場合、ルームシェアが一般的であり、私の場合はロシア人やフランス人、ジャマイカ人と共同生活をしていた。その中で得られた経験や異文化との交流は、頭を悩ますこともあったがそれ以上に新鮮で、留学生活を終えた今では、大切な思い出になっている。
この2月開始という期間での留学の特徴としては7月8月をイタリアで過ごすことが出来ることのように思う。この二か月間はイタリアのみならずヨーロッパ中がバカンス期間に入り、学校の図書館や公文書資料館なども一時的に閉鎖されてしまうことが多い。そのため自由になる時間が多くなり、旅行好きの人にとっては非常に貴重な時間だろう。私自身も旅行に出かけたり、友人たちとサッカーをして過ごし、そうすることで現地のイタリア人コミュニティーと関りを持つことになり、有意義な時間を過ごすことが出来た。その一方で、ヴェネツィアのバカンスシーズンは日差しが強く、蒸し暑いが、家には冷房器具がないことが多いため寝苦しさを感じることも多かったため、扇風機などは購入する必要があるように思える。
最後に、イタリアでの生活は日本で暮らしでは経験できないようなことの連続だった。そのどれもが新鮮に感じられ、刺激的であった。もし可能ならば、またあの街で過ごしたいと思っている。

	Group1: Off
	fill_1: 
	fill_5: ヴェネツィア大学
	fill_6: Umanistico
	fill_7: 大学院生
	fill_9: 2018
	fill_10: 2
	fill_11: 2019
	fill_16: 18
	fill_12: 人文学研究科
	undefined: D1
	fill_14: 2019
	fill_15: 2
	fill_8: 2
	Text1: 4.5
	Text2: イタリア語
	Text3: 50
	Text4: イタリア語
	Text5: 70
	Text7: 
	Text8: 
	Text9: 
	Text10: 
	Text11: 6
	Text12: 0
	Text13: 
	Text14: 
	Text15: 
	Text16: 
	Text17: 
	Text18: 
	Text19: 
	Text20: 
	21Text1: 20
	Text22: 20
	Text23: 
	Text24: 
	Text25: 
	Text26: 
	Text27: 
	Text28: 
	Text29: 
	Text30: 
	Text211: 7.5
	Text311: 
	Text411: 
	Text511: 
	Text611: 
	undefined_10: 80,000
	undefined_12: 


